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BSTL 350–88 
⾼速スタンピングプレス（固定ストローク） 

⾦型積載 
エリア 
880 mm 

回転数 
最⼩ 100 / 分 
最⼤ 1200 / 分 

公称能⼒ 
350 kN 

BRUDERER AG | Egnacherstrasse 44 | 9320 Frasnacht | Switzerland | T + 41 71 447 75 00         www.bruderer.com 

⼩型および超⼩型部品の⼤量⽣産のみに特化した初めて試みた
ブルーダラーの⾼速スタンピングプレス。 

 
固定ストロークにより、特定の製品に最適な⽣産性が実現しま
す。 
プレス加圧⼒のモニタリングにより、⾼いプロセスの安定性が
保証されます。ハイエンドの駆動技術と⾰新的な制御システム
の組み合わせにより、⾼いエネルギー効率を実現します。 

Reduced 
to the max. 
Made by 
Bruderer. 



読者の皆様、 

 

革新と数十年にわたって築き上げてきた強みを更に強化しながら

現在の市場のニーズに応えることは、ファミリー経営の当社が長年

にわたり選択してきた道であり、今後も成功を続けるために私たち

が歩み続ける道です。 

 

Stamperの最新号では、それが具体的に何を意味するのかを詳し

く説明します。お客様や当社の従業員から、当社のスタンピングプ

レスの数多くの実用的な利点、世界中のお客様から信頼されてい

る緊密な連携とサービスパッケージについてお話を伺います。 

 

また、当社のプレス機のパフォーマンスをさらに向上させる２つの

新製品も発表します。１つ目はすでに使用されている革新的で直感

的な操作が可能なB3コントロールを搭載したプレス機 BSTL、２

つ目はモーター積層スタックの製造用に新しく開発された BRU-

DERER BSP積層用制御です。これは現在お客様によって試験運

用されており、まもなく市場に出る予定です。 

 

本誌をお楽しみいただき、今後も当社のプレス機をご使用いただ

ければ幸いです。 

 

 

 

 
レト・ブルーダラー 

BRUDERER AG CEO 
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PRODUCTS 

26 
アプリケーション技術部⾨ 
 
アドバイスから開発まで、スタンピング
⼯程の効率的なソリューション 

10 

Hirschmann 
Automotive 
Freyung GmbH 
 
より速く、より精密に、
より持続的に - 最⾼の
スタンピング技術 

28 

Poly-Best (H.K.) 
Limited 
 
アジアで初めてBSTLを採⽤︓
スタンピング技術の画期的な
出来事 

18 

BRUDERER BSP 
積層制御 
 
モーター積層スタックに重点を置
くスタンピング加⼯会社のニーズ
を満たす 

SERVICE 
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B３コントロール 
 
直感的でモダン︓スタンピングプレスの
操作のための新しい技術 

INNOVATION 

CASE STUDY 

22 
Inarca S.p.A. 
 
イタリア初︓BSA63 によって
⽣産性が５０％向上 

06 
Rainer 
Hungerbuhler 
 
家族、仕事、スポーツ…新任の
セールス＆マーケティング担当副
社⻑の多⾯的な世界 

PEOPLE 

奥付 
 
発⾏元: 
BRUDERER AG 
9320 Frasnacht、スイス 
電話 +41 71 447 75 00 
stamper@bruderer.com 
www.bruderer.com 
 
レイアウト/テキスト 
DACHCOM.CH、AG 
 
画像 
DACHCOM.CH AG 
画像はパートナーから提供 

翻訳 
Andrew Lilley (DREW LILLEY TRANSLA-
TIONS) 
Grazia Malberti (INTERBRIAN S.R.L.) 
Hua Xianjuan (BRUDERER MACHINERY 
[SUZHOU] Co., LTD.) 
Isabelle Raper (BRUDERER AG) 
 
印刷 
Schmid-Fehr AG 
 
印刷部数 
7,000 

⾔語 
ドイツ語、英語、フランス語、イタリ
ア語、中国語、⽇本語 
 
STAMPER誌のすべての記事は著作権
で保護されています。 
テキストと画像の権利は編集者と発⾏
者に帰属します。配信は出版の同意を
前提としています。 
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Rainer Hungerbühler – ブルーダラー 
の営業及びマーケティング担当副社⻑ 
 
休⽇にはボートを漕ぐ事が趣味のライ
ナー・フンガービューラーは、チューリッ
ヒのETH⼤学で⼯学を学び、その後ザンク
トガレン⼤学で中⼩企業経営を学びまし
た。数年間⼯学を専攻した後、経営、営
業、マーケティング、コミュニケーション
にキャリアの重点を移しました。2024年 
6⽉にブルーダラーに⼊社し、営業及び
マーケティング責任者として機械への情熱
を存分に発揮しています。 



PEOPLE – Rainer Hungerbühler 

Avid rower flexes 
his muscles 
for BRUDERER 

ライナー・フンガービューラーは、6⽉からブ
ルーダラーで営業・マーケティング担当副社⻑と
して働いています。彼はもともとエンジニアとし
て訓練を受け、過去数⼗年間にわたり国際的に豊
富な営業知識を⾝につけてきました。以前の職務
と同様に、彼は今後も多くの出張や顧客への訪問
を期待しており、仕事と⽣活のバランスをとるた
めに家族と過ごしたり、アクション満載のスポー
ツアドベンチャーを楽しんだりしたいと考えてい
ます。 

家族、仕事、スポーツはライナー・フンガービューラー

の真の情熱であり、彼が⻑年にわたり築いてきた⼈⽣の
中⼼です。「家族は私の最優先事項です」と語る55歳の
彼は、妻のサンドラと3⼈の息⼦の末っ⼦とともに、ブ
ルーダラー本社から⾃転⾞でわずか5分のアルボンに住ん
でいます。彼は⼦供の頃からこの地域と深いつながりを
持っています。「私の祖⽗はアルボンセーリングクラブ
の創⽴メンバーで、⽗はここでボートを持っていまし
た」と彼は説明します。家族から教えられたボート漕ぎ
とセーリングへの愛情は今でも変わらず強く、ライナー
は定期的に⾃分のボート “トレジャー” に乗ったり、クラ
ブのボートでアルボンとロマンスホルンの間を漕いだり
しています。若い頃に熱中していたパラグライダーは、
もう⼿を引いてしまいました。「パラグライダーワール
ドカップで3位になったときにはとても興奮しましたが、
結局、取り組む時間もなく、今では良い思い出です」と
彼は付け加えます。「パラグライダーは、気軽にできる
趣味ではありません。全⼒で取り組むか、完全にやめる
かのどちらかです。それに、今の私には危険すぎま
す︕」 

機械に魅了される 
ヴォルフハルデン近郊で育ち、トロゲンの州⽴学校に
通ったライナーは、静かな⽥舎から⼤都市に移り、
チューリッヒのETH⼤学で⼯学を学びました。学位の選
択は、⽗と祖⽗の影響も受けました。「機械の仕組みに
は常に魅了されてきました」とライナーは述べます。
「祖⽗と⽗はエンジニアで、私がどんな質問をしてもい
つも答えてくれました。質問はたくさんありましたけど
ね︕」卒業後はシステムエンジニアとして働き始め、⾼
負荷の防空システム部品の分析と計算に取り組みまし
た。 

その後、その会社でゼネラルマネージャーに就任
し、分析を続けながら、10⼈の開発エンジニアか
らなる研究開発部⾨も管理しました。「その頃、シ
ステム以上のことをする必要があることに気づきま
した」と彼は回想します。「将来何をしようかと考
え、周囲を⾒回し始めました。」 

貿易の世界に⾶び込む 
彼が⽬を向けたのは、義⽗の会社でした。義⽗は、
⼤量の輸⼊を⾏う貿易会社を経営していましたが、
電⼦商取引の分野でいくつかの課題に直⾯していま
した。「私は新しいERPシステムを導⼊し、さまざ
まな統合電⼦商取引ソリューションを含めて稼働さ
せました」とライナーは説明します。また、ヨー
ロッパの営業チームを調整し、 
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ヨーロッパのバイヤーとの交渉を⾏い、新しいビ
ジネス分野に進出しました。「義⽗のおかげで、
貿易の世界とその複雑さについて学ぶことができ
ました」と彼は述べます。理論的な側⾯は、ザン
クトガレン⼤学で学んだ中⼩企業経営で、これが
彼の最初の海外赴任の基礎となり、妻と当時まだ
幼かった２⼈の息⼦、リュックとルイと共に中国
に向かいました。 

「機械がどのように動作するか
は、いつも私を魅了してきまし
た。」 

ライナー・フンガービューラー  
ブルーダラー AG  
セールス及びマーケティング担当副社⻑ 

中国での家族⽣活 
「中国での⽣活はとても⼤変でしたが、とても
⾯⽩くて、本当に楽しかったです」とライナー
は振り返ります。スイスでの⽣活との違いや中
国での⽣活との対照的な点がたくさんあるにも
かかわらず、家族はすぐに適応しました。「当
時、妻は⼤学で中国語を勉強していましたが、
私はよく中国中を旅⾏していました」と彼は回
想します。 
「あちらではよくあることですが、当時は家政
婦がいて、息⼦2⼈の⾯倒を⾒てくれました。」
そのため、⼦供たちは3か国語を話しながら育
ち、⾯⽩い状況になることも多々ありました。
「次男のルイは⽣後9か⽉で上海に渡りました。
その年齢ではよくあることですが、私たちは彼
が何を⾔おうとしているのかいつも理解できる
わけではなく、同時にそれがどの⾔語で話され
ているのかさえわからなかったので、とても⼤
変でした︕」 

ライナーは⼊社当初、組⽴
部⾨でブルーダラーのスタ
ンピングプレスを詳細に知
ることができたことを⼤変
喜んでいました。 
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⾹港でのボート漕ぎ 
現在、ブルーダラー社のセールス＆マーケティング担当副
社⻑に就任した彼は、アジア滞在中、⾹港と中国南部に拠
点を置き、従業員約100名を抱えるスイス企業の営業＆
サービスオフィスを管理するという、この分野での最初の
経験を積みました。「これは私にとって素晴らしい転勤で
した。当時、中国は好景気に沸いており、世界中の⼯場で
多くのことが起こっていました」とライナーは続けます。
家族で⾹港に住んでいた間、彼はよく旅に出ていて、懸命
に働き、世界中の⼈々と会っていました。「2000年代初
頭、中国には多くの移⺠労働者がいて、多くの⼈が物事を
⼀変させて何かを成し遂げようとしていました。」今でも
そうですが、彼は懸命に働くだけでなく、懸命に遊び、ス
ポーツへの愛が彼を植⺠地時代の⾹港へと導きました。
「妻と私はボート漕ぎをしたいと思い、当時、名前に「ロ
イヤル」を冠した唯⼀の施設であるロイヤル⾹港ヨットク
ラブに⾏きました」と彼は微笑みます。「スイスと違っ
て、クラブに訪れるだけでは駄⽬で、正式な申請書を提出
する必要がありました。その後、提督も参加する委員会の
前で、徹底的な⾯接を受けなければなりませんでした。」
幸運にも彼らは合格し、彼は今でも植⺠地時代のこの思い
出を懐かしく回想しています。 

「中国で過ごした時間はとても⼤変で
し た が、と て も 興 味 深 い も の で し
た。」 
ライナー・フンガービューラー 
ブルーダラーAG セールス及びマーケティング
担当副社⻑ 

その名⾼い精度レベルを達成しているかを⾒
て、「私たちはここで営業の秘訣をすべて知る
ことができます」と結論付けたことを⽣き⽣き
と語りました。 

ブルーダラーの原動⼒を知る  

フンガービューラー家は３⼈⽬の息⼦ニコラスが⽣
まれた2000年代末の世界的⾦融危機により、スイス
に戻る時期が来ました。ライナーはブルーダラーに
⼊社する前、⼯作機械会社で営業およびマーケティ
ング部⻑、その後営業マネージャーを務めていまし
た。「これにより、機械に対する私の興味と営業お
よびマーケティングの専⾨知識を組み合わせること
ができます」と彼は述べ、ブルーダラーが彼の新し
い職務に関していかにプロフェッショナルで徹底的
であるかを称賛しています。「以前の雇⽤先では、
販売している機械について常によく知りたいと思っ
ていましたが、それは度々不可能であることがわか
りました。ブルーダラーでは、まさにそれを実⾏
し、すべての部⾨を真に理解する機会が得られてい
ます。」エンジニアであるライナーにとって、それ
は特に重要なことです。彼は、組⽴ラインで何週間
も過ごし、スタンピングプレスの細部まで検査し、
ブルーダラーがどのようにして 

仕事の内外で歴史を作る 

試⽤期間を終えたライナーは、ブルーダラーが市
場での地位と「⾮常に肯定的な」評判を維持でき
るようにしたいと考えています。これには、世界
中の顧客、営業スタッフ、展⽰会への訪問が含ま
れますが、それと並⾏して、習得した専⾨知識を
スイス本社に持ち込み、会社が可能な限り最善の
⽅法でグローバル営業チームをサポートできるよ
うにしたいと考えています。「営業担当者は語り
⼿であり、事実に感情を織り交ぜます」と、ライ
ナーは述べます。「私にとって重要なのは、ブ
ルーダラーの歴史を詳細に学び、その新しい章を
書き続けることです。それには、営業チームに仕
事を遂⾏する為に必要なものを提供することが含
まれます。」彼はまた、妻と3⼈の息⼦が⾃分た
ちの歴史を書けるようにサポートしたいと考えて
います。「仕事を遂⾏するために必要な⼒を与え
てくれ、海外を旅する機会をたくさん与えてくれ
た妻と息⼦にはとても感謝しています」と彼は述
べます。「彼らと⼀緒に⾃転⾞旅⾏に出かけたり
と、家族の趣味に加わるのも⼤好きです。あと、
アイスホッケーの試合にもよく⾏きますが、息⼦
たちの誰かが出場しているときだけですけど
ね︕」 

物事をしっかり把握する:  

ライナーは⼦供の頃からア
ルボン・セーリング・クラ
ブに所属しており、よくク
ラブのボートに乗って湖に
出かけます。 
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Hirschmann Automotive Freyung GmbH 

The leader in 
innovative and 
complex stamping 
technology 
2018年にドイツのフライウングにある Beutlhauser Stanztec GmbH が 
Hirschmann Automotive GmbH に買収されて以来、さまざまなイノベー
シ ョ ン が 実 施 さ れ、こ の 拠 点 は ⼤ き く 発 展 し ま し た。そ の 結 果、
Hirschmann Automotive Freyung GmbH は、このグローバル企業のスタ
ンピング技術のコンピテンスセンターとなり、ブルーダラーのプレス機を
使⽤して、多くの問題を解決し、スタンピング部品とコンポーネント全体
の⽣産が⼀貫して正確かつ⾼効率であることを保証しています。 

Hirschmann Automotive Groupは現在、世界 
７か所の拠点に約7,300⼈の従業員を擁してお
り、さらに２か所の拠点を開設予定です。同グ
ループは、⾃動⾞業界向けの電気機械部品およ
びアセンブリの開発と製造に注⼒しています。
BMW、メルセデスベンツ、テスラなどのOEM 
顧客や、コンチネンタル、住友、⽮崎などの 
TIER-1顧客は、この国際的に活動する企業が製
造するさまざまな製品に信頼を寄せています。
同社の専⾨分野は、⾞両全体で使⽤される顧客
固有のコネクタ、ケーブルアセンブリ、セン
サーシステムです。これらにはさまざまなプレ
ス加⼯部品が必要ですが、そのほとんどはドイ
ツのフライウングで製造されています。「当社
の部品は、⾞両のほぼすべての部分に使⽤され
て い ま す」と、Hirschmann Automotive 
Freyung GmbH のCEO、デニス ブロイガム⽒
は述べます。「当社は、⾰新的で複雑なプレス
技術のリーダーです。」 

Hirschmann Automotive Freyung GmbH 
は、従業員の服装を⾒ればわかるように、競合
相⼿と戦う（lock horns）ことを誇りに思っ
ています。 
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競合他社を凌駕する⽣産速度  

2018年にHirschmann Automotive GmbHは
Beutlhauser Stanztec GmbHを買収し、⼦会社
Hirschmann Automotive Freyung GmbHを設
⽴しました。⽣産責任者のフリードリヒ・ハック
ル⽒に⾔わせれば、これは⾮常に好機でした。
「このステップにより、さまざまな投資を実⾏
し、既存のテクノロジーを近代化することが可能
になりました」と彼は述べます。それ以来、新し
い機械の導⼊と更新に約2,000万ユーロが投資さ
れ、数⼗年にわたるブルーダラーとの協⼒も強化
されました。その点で際⽴っているのは、内部ス
プリングを備えたプラグコンタクトの⽣産を対象
としたソリューションの開発です。これは、この
特定のコンポーネントの⽣産⼯程の実際の要件を
詳細に研究したブルーダラーの営業担当者ミカエ
ル・クンマーとの緊密な協⼒により実現しまし
た。 ブルーダラーのプレス機BSTA810をBSV 

サーボフィードと３つのBSAサーボ軸と組み合わ
せて使⽤することで、ストローク速度が最⼤
600/分で、内部スプリング付きのプラグ接点を
１ステップで製造できるようになり、
Harschmann Automotive GmbH は競合他社を
⼤きく引き離しているとハックル⽒は述べます。
この拠点のすべてのスタンピングプレスと同様
に、⾰新的な分析ソリューションにより、このプ
ロセスの品質が最⾼基準を満たしていることが保
証されます。また、オーストリアのランクヴァイ
ルにあるグループ本社には、特に⾃動⾞部品サプ
ライヤーが必要とするすべてのテストに対応する
試験および検証ラボもあります。 

(左から右へ) Hirschmann 
Automotive Freyung  
GmbH の⽣産責任者である
フリードリヒ・ハックル⽒、
同社のCEOであるデニス・ブ
ロイガム⽒及びブルーダラー
エリアセールスマネージャー
のミカエル・クンマーは、ブ
ルーダラーのスタンピングプ
レスが確実に活⽤されるよ
う、緊密に連絡を取り合って
います。彼らの可能性を最⼤
限に発揮します。 

ブルーダラーのスタンピングプレスのトレーニン
グスタンピング技術の専⾨センターとして、
Hirschmann Automotive Freyung GmbH には 
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改良されたマシンで最新
の状態に 
Hirschmann Automotive Freyung GmbH には、25
〜160トンのプレス加圧能⼒を持つスタンピングプレ
スが約２０台あり、２交代制で稼働しています。フ
リードリヒ・ハックル⽒は、同社とブルーダラーの協
⼒関係を、さまざまな観点から⾮常に前向きなものと
⾒ています。個別で開発した解決策を提供するサポー
トだけでなく、プレス機⾃体の性能と、数⼗年前の機
械でも改修によって最新の技術にアップグレードでき
る能⼒に感銘を受けています。その⼀例として、
1978年以来フライウングで稼働していた「古い」
BSTA50が、ブルーダラーのドイツ⽀社⼯場で全⾯的
な改修が⾏われました。「すでに⻑年使⽤されていた
にもかかわらず、改修後、このプレスは新しい機械に
求められるほぼすべての課題をクリアできるようにな
りました」と ハックル⽒は説明します。「⾼いレベ
ルの精度・性能・耐久性はまさに当社が必要としてい
るものです。」 

このブルーダラーのスタンピングプレスは1978年から稼働
しており、40年以上にわたって信頼性の⾼いパフォーマン
スを提供してきました。 

新品同様: 改良されたこのブルーダラーのBSTA50 は、
Hirschmann Automotive Freyung GmbH の現在の
ニーズをすべて満たします。 

スタンピングプレスに必要な⾦型の構築と製造のための
独⾃の部⾨もあります。約５０名の従業員が、さまざま
なプレス加⼯部品や曲げ加⼯部品⽤の新しい⾦型の開発
と既存の⾦型の強化に常に取り組んでいます。また、同
社は１１名の⾦型製作研修⽣が仕事の世界への第⼀歩を
踏み出すのを⽀援しています。これらの若者は、⾦型の
構造と構築について学ぶだけでなく、ブルーダラーのプ
レス機の操作を習得する機会も得られます。「当社の研
修⽣には適切な課題が与えられ、単なる⼩さな仕事では
なく、業界の実地経験を積むことができます」とハック
ル⽒は述べます。「ブルーダラーのプレス機で直接作業
することで、職場で製作した⾦型を使⽤して何が製造で
きるかを知ることができます。」これは将来の従業員に
とって⾮常に興味深いトレーニングとなり、それが彼ら
のモチベーションレベルに反映されています。 

「当社は⾃動⾞業界のすべての顧客に
とって理想的なパートナーです。」 

社内⽣産と契約作業のための専⾨知識と技術 

厚さ0.10mm〜5.0mm、フラットにした状態で最⼤
250mmの幅のさまざまな材料に対応した、プラグコネ
クタの製造に加えて、組み⽴てと溶接がHirschmann 
Automotive Freyung GmbH の業務の２番⽬の柱と
なっています。これには、構成部品のクリンチング、
コネクタ要素の結合、⾦属とプラスチックの結合が含
まれます。溶接に関しては、プラグコネクタへのレー
ザー溶接やレーザー書き込みなどの標準プロセスが利
⽤可能で、特殊な機械を使⽤した部品加⼯も可能で
す。振動仕上げは、⾦属部品を効果的かつ経済的に加
⼯する⽅法であり、ほぼすべての表⾯を個々の要件に
合わせて滑らかにしたり、洗浄したり、バリ取りをし
た り し ま す。Hirschmann Automotive Freyung 
GmbH が提供するすべてのサービスは、親会社が使⽤
するだけでなく、外部のパートナーも利⽤できます。
「必要なプレス加⼯部品の複雑さや必要がある技術の
⾰新レベルに関係なく、私たちは常に特定のニーズに
基づいて課題をクリアすることに全⼒を尽くしていま
す」とデニス⽒は付け加えます。「当社は⻑年にわた
り幅広いポートフォリオと専⾨知識を蓄積してきたた
め、⾃動⾞業界だけでなくあらゆる分野のお客様に
とって理想的なパートナーとなっています。」これ
は、当社がISO 9001:2015、ISO 14001:2015、ISO 
45001:2018からIATF 16949:2016、そしてTISAXに
⾄るまで、さまざまな認証を取得していることからも
明らかです。 

デニス・ブロイガム 
Hirschmann Automotive Freyung GmbHのCEO  
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精度が最重要です。ミカエル・クンマーとフリードリヒ・ハックル⽒が
ブルーダラーのスタンピングプレスの性能を評価しています。 

持続可能性への真剣な取り組み 
Hirschmann Automotive Freyung GmbH と協⼒す
ることは、同社の持続可能性への真剣な取り組みの
恩恵を受けることも意味します。2022年現在、グ
ループ全体ではさまざまな対策により世界のカーボ
ンフットプリントを２８％削減しており、2030年ま
でに⽣産を完全にカーボンニュートラルにする予定
です。持続可能性の観点での主な焦点は、エネル
ギーを節約し、CO2排出量を削減することであり、
これは環境に優しい⽣産と処理を可能にするさまざ
まな技術⾰新によって達成されます。たとえば、新
しい潤滑システムの導⼊により、オイル使⽤量が  
７０％削減され、廃棄物管理が最適化され、廃棄物
の９２％が分離されてリサイクルされています。
「私たちの未来への道は持続可能なものです」とデ
ニス⽒は述べます。「環境プロジェクトには確かに
投資が必要ですが、⻑期的にはコストを削減しま
す。」そして、これは環境だけでなく、Hirschmann 
Automotive Freyung GmbH の顧客にとっても有益
です。                ■ 

建設的な協⼒により理想的な結果が得られます。
内部スプリング付きのプラグコンタクトは、ブ
ルーダラーのBSTA810 と BSVサーボフィード、
および３つの BSAサーボ軸を組み合わせて１つの
⼯程で製造できます。 

ステップ 1 プラグ接点の材料は、必要に応じて打ち
抜かれ、成形されます。 

ステップ 2 プラグ接点には、スタンピングプレス内
で直接追加された内部スプリングがあります。 

ステップ 3 結果として、最⼤600のストロークの速度
で、⾮常に効率的に製造できる複雑なコンポーネント
が⽣まれます。 

２つが１つになる  
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Taking user-friendly 

TO THE 
NEXT 
LEVEL 

B3コントロールの開発と導⼊は、ブルーダラーにおける新しいプレス制御
世代の到来を意味します。現在、このコントロールは新しいBSTLスタン
ピングプレスで実装されていますが、今後数年間でB2コントロールから完
全に置き換わることになります。したがって、これは現代のユーザーの
ニーズを満たすブルーダラーのソリューションであり、現在のソフトウェ
アツールに合った技術の変化に対応します。 
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直感的な操作は、最新のB3 
コントロールの開発における
最優先事項でした。 

実績のあるB2コントロールは、すでに20年以上使⽤されていますが、ブ
ルーダラーにとっては、これをさらに発展させ、B3コントロールという形
で新しいモデルを市場に投⼊する時期が来ていることを感じていました。 

インタビューでは、テクノロジー担当副社⻑のラズロ・ジャドが、進化の背
景、新しいコントロールの利点、すでにB3コントロールを体感したテスト
クライアントやドイツで開かれた展⽰会、Blechexpoの訪問者からのフィー
ドバックについて語りました。 

 
ラズロさん、既存のコントロールを進化させた理由は何ですか? 
B2コントロールは、市場全体で⾮常に信頼性が⾼く、⽣産性の⾯でお客様
に最適なサポートを提供するさまざまな機能を備えていると認識されていま
す。しかし、ここ数⼗年でお客様は変化しました。それは主に若年層であ
り、ユーザーフレンドリーの意味に対する概念も異なります。このため、私
たちは新しい設計でこれらすべてを考慮し、特に操作の簡素化に⼀貫して重
点を置きたいと考えました。  

 
B3への移⾏はテクノロジーの変化にどのような役割がありますか? 
B3コントロール開発の主な理由の１つはテクノロジーの移り変わりによる
ものです。いずれはすべてのテクノロジーが移り変わるのは事実ですが、特
に開発環境やソフトウェアツールの場合は影響されます。これによりセキュ
リティギャップが⽣じ、お客様におかれましても回避することは必須です。 

 
操作コンセプトの観点から、簡素化された操作とは実際には何を意味します
か? 
B3は、最⼤２回のクリックで必要な操作を正確に実⾏できるというアイデ
アに基づいて設計されています。これまでのB2コントロールではそうでは
ありませんでした。⼀部の機能はさまざまな場所に分散しており、サブメ
ニューをクリックして、どこに何があるかを正確に把握する必要がありまし
た。B3コントロールの開発では、属している操作機能が同じページに配置

されたため、ユーザーは素早く操作できます。将来的には、最⼤２回のク
リックで、必要なすべての機能にアクセスできるようになります。 

 

最⼤２回のクリック操作の他に、お客様はディスプレイに
どのような変更を期待できますか? 
タッチスクリーンでいくつかのボタンを各お客様の操
作に合わせた配列にカスタマイズできます。上部の配
列は固定ですが、下部の配列はお客様のニーズに合わ
せて設定いただけます。 

「B3コントロールは⾮常に素早く
操作できます。」 

ラズロ・ジャド 

ブルーダラーAG テクノロジー担当副社⻑ 
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基本的に、ユーザー管理全体の役割に基づいています。⾦型
セットアップする役割とオペレーターとは異なる機能が必要で
す。将来的には、役割に合わせて調整され、その作業の中⼼と
なる機能が直接表⽰されるようになります。 

B3では、PC、タブレットやスマートフォンによるリモートア
クセスが可能になりました。これにより、将来的にブルーダ
ラーのスタンピングプレスでの作業がより簡単かつ効率的にな
りますか? 
B3コントロールには独⾃のネットワークまたは VPN によるリ
モートアクセスを可能にする内蔵ルーターが装備されていま
す。このルーターはすべての標準セキュリティを満たす評価の
⾼い最先端の製品です。外部アクセスにより、たとえば、どこ
にいても新しい⾦型のデータを⼊⼒することができ、監視もよ
り柔軟になります。ルーターにより、当社のカスタマーサービ
ス部⾨からのサポートもはるかに容易になります。スタンピン
グプレスの制御に問題が発⽣した場合、将来的には、より迅速
に問題を特定して修正できるようになります。 

「Blechexpoでは本当に驚かされる
ような反応を感じました。」 

ラズロ・ジャド 

ブルーダラーAG テクノロジー担当副社⻑ 

B3コ ン ト ロ ー ル は 当 ⾯ は 新 し い
BSTLで使⽤されますが、中⻑期的に
は全⾯的にB2コントロールから置き
換わる予定です。 

B3コントロールは新しいBSTLスタンピングプレスで使⽤されて
います。現在、どのような機能がありますか? 
すべての機能は、現在 BSTLで使⽤するために実装されており、
固定ストローク⽤となります。これにはすべての作業プロセスを
監視するためのグラフなどの拡張機能が含まれます。将来的には
他の評価デバイスは不要になり、すべてが統合されます。また、
デジタルセンサーとアナログセンサーを介して動作し、主に⾦型
の監視に使⽤される⾃動ティーチイン機能もすでに搭載されてい
ます。BSV120Lサーボフィードに関連する機能（材料の厚さの
測定など）も、すでに実装されています。B3は発売された 
BRUDERER BSP ラミネーション制御でも使⽤されています。 
 
すでに新しいコントロールに触れたテストクライアントと
Blechexpo来場者の⽅々の反応はどうでしたか? 
テストクライアントはB3コントロールを備えたBSTLスタンピン
グプレスに⾮常に満⾜しており、フィードバックは全体的に肯定
的です。その後、Blechexpoでは本当に驚かされるような反応を
感じました。B3コントロールは真の進歩とみなされています。
操作コンセプトと視覚化は、スタンピングの世界では唯⼀無⼆で
す。 
 
B3コントロールは現在、BSTLスタンピングプレスに搭載されて
います。BSTAシリーズのお客様が利⽤できるようになるのはい
つですか? 
今後数年で、BSTAシリーズのすべての機能 (顧客固有の機能も
含む) が B3コントロールに実装されます。中⻑期的にはすでに
稼働しているスタンピングプレスへのレトロフィットを含め、
B3コントロールのみが使⽤されます。 
 
トレーニングの提供も検討していますか? 
お客様が B3コントロールを使⽤する準備を整えるための講習は
必ず⽤意します。これは重要なことです。なぜなら、基本操作は
B2コントロールや市場の他のすべての製品とは著しく異なるか
らです。ただし、直感的な操作に重点を置いた開発を⾏っている
ため、導⼊へのハードルは遥かに低くなっています。たとえば、
当社のテストクライアントは、B3コントロールに完全に慣れる
までに 1 ⽇もかかりませんでした。もちろん、スタンピング理
論の知識も必要ですが、どこにでも似たようなデザインが⾒られ
るため、どなたでもすぐにB3テクノロジーに慣れてしまいま
す。                           ■ 
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Innovative 
B3 control design 

ホーム画⾯ 機能 

監視 特定の設定 

個別に調整可能な
ホーム画⾯では、
必要な関連情報が
すべて⼀⽬でわか
ります。 

 

重要なマシンと動
作状態 (レポート、
モードなど) は常に
表⽰されます。 

B3コントロールに
は⾰新的なデザイ
ンに⼀新された、
プレス荷重、⾦型
監視やアナログ位
置グラフ監視機能
による⾃動ティー
チインなど様々な
機能が含まれてい
ます。 

⻑年の経験に基づ
いて、ホーム画⾯
からボタンをタッ
チするだけでアク
セスできる包括的
な機能が開発され
ました。 

 
機能の範囲には、
顧客固有の製品情
報だけでなく、 
マシンとテクノロ
ジーの機能も含ま
れています。 

B3コントロールの
すべての機能には
詳細表⽰がありま
す。 

 

ログインした⽅の
役割毎に、この画
⾯で特定の設定を
⾏うことができま
す。 
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Innovative, 
customer-friendly 
and efficient 

The new 
BRUDERER BSP 
ラミネーション制御 



BSPラミネーション制御は、ラミネーションスタックの製造を専
⾨とする今⽇のスタンピング会社のニーズを満たすブルーダラー
の⼿法です。BSPの開発では⾦型メーカーの要望も考慮され、ラ
ミネーションスタックの製造で発⽣する多くの問題に対する効果
的なソリューションが今後提供されます。 

ラミネーションスタックには、モーターを使⽤して
いる電動⻭ブラシ、コードレスドライバー、フード
ミキサー、パワーウィンドなど信頼性の⾼い幅広い
サービスを提供する製品があります。ラミネーショ
ン制御システムはそれらを⽣産する為に必要なスタ
ンピングプレス、⾦型などに対する多様な要求と同
様です。 

 

顧客との積極的な交流 
約３年前、ブルーダラーは業界で最⾼の精度でよく
知られている⾼精度スタンピングプレスを補完する
ラミネーション制御の開発を開始しました。「私た
ちの⽬標は、顧客の⾼い品質要求を満たす、効率的
で直感的なソリューションを製作することでした」
とプロジェクトマネージャーのアンドレアス・ス
ターは説明します。これを実現するために、ブルー
ダラーはラミネーションスタックメーカーと関係す
る⾦型メーカーのニーズを細部に⾄るまで検討しま
した。「顧客を訪問し、⾦型メーカーと交流するこ
とで、さまざまな問題と要求を特定することがで
き、これらすべてがラミネーション制御に組み込ま
れました。」 

プログラム可能な回転ステーション
により、さまざまな形状の積層ス
タックを製造できます。 

「お客様は⾃由に⾮常に複雑な形さ
えも作り出すことができます。」 

⾃由にプログラム可能なスタック 
BSPは、特にクリンチングプロセスが含まれる、さま
ざまな積層⼯程を⾃動化するシステムです。クリンチ
ングプロセスは、現在、プレス加⼯の積層分野でのア
プリケーションの最⼤の割合を占めています。課題の
１つは、使⽤される材料に不規則性が発⽣することが
多いことです。「最⼤６つの⾃由にプログラム可能な
回転ステーションにより、回転両⽅向の偏差を補正
し、独⾃の仕様に従ってローターとステーターのパッ
ケージを正確に設計することが可能になります」と ア
ンドレアスは説明します。「⾦型の製作には、これら
の回転ステーションが可能な限り柔軟であること、つ
まり正⽅向と負⽅向の両⽅に回転する必要がありま
す。BSPを使⽤すると、お客様にあらゆる可能性を提
供できます。お客様は⾃由に⾮常に複雑な形さえも作
り出すことができます。 

新開発のプロセス 
⾃動ストリップ厚さ測定のおかげで、個々のシートの
厚さの偏差に関係なく、パッケージは指定されたパッ
ケージ⾼さに達するとすぐに発⾏されます。これに必
要な測定はBSVサーボフィードで直接⾏われるため、
追加のストリップ厚さ測定装置は必要ありません。 
「BSVを使⽤すると、⾼度な触覚測定装置よりも優れ
た測定が可能になります。これにより、μ 単位の精度
が達成されるのです」とアンドレアスは説明します。  
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アンドレアス・スター 

BSPプロジェクトマネージャー 



品質テストにレーザー システムを使⽤する顧客に
必要なインターフェイスが提供されます。 

 

BSPによるセットアップ時間の短縮 
BSP回転ステーションは、ブルーダラーのBSA軸
をさらに発展させたものです。BSPの他の分野と
同様に、回転ステーションドライブの開発では新
しいアプローチが選択され、ホットプラグインな
どの機能により配線の労⼒が削減され、顧客の
セットアップ時間が短縮されました。将来的に
は、回転ステーションの慣性モーメントを決定す
ることでコントローラーのパラメーターを⾃動的
に最適化することも可能になり、BSPの効率にも
貢献します。  

「当社の顧客による２機のトライ
アルに関するフィードバックは、
これまでのところ⾮常に好意的で
す。」 

アンドレアス・スター BSPプロジェクトマネージャー 

現在、モーターの能⼒には３つの異なるパフォー
マンスレベルがあります。「ドライブの機能はサ
プライヤーとの連携により継続的に改善されてい
ます」とアンドレアスは述べます。「そのため、
将来発⽣する可能性のあるあらゆる課題に対処で
きる体制が整っていると確信しています。」BSP
向けに常に計画されてきた継続的な進化は、これ
に⼤きく貢献するでしょう。 

直感的な BSP操作 
BSPはモジュール構造で、既存のスタンピングプ
レスシステムにスムーズに統合できます。これ
は、BSTLスタンピングプレスでも使⽤されてい
る、新しく開発された B3コントロールの画⾯を
介して制御されます。B3操作コンセプトの利点に
は、顧客が最⼤２回のクリックで必要な設定にア
クセスできるようにすることを⽬的とした直感的
な設計が含まれ、スタッキングに必要なプログラ
ムの作成にプラスの影響を与えます。B3コント
ロールの場合と同様に、BSPも最先端の技術であ
り、今後数年間はスペアパーツが提供されます。
「当社には、信頼できるコンポーネントを 

BSP ネットワーク開発の統合された専⾨知識 
コア チーム: アンドレアス・スター(プロジェクトマネージャー)、バジル・レー
ナー(ハードウェア開発者)、ステファン・ブロツゲ(アプリケーション テクノロ
ジー)、マティアス・フォーゲル(UI デザイナー)、スヴェン・ベイヤー(ソフトウェ
ア エンジニア)、ニクラス・マイヤー(メカニカル開発者) 

BSP機能の概要 

最⼤32個の⾃由にプログラム可能な
空圧スライダーのスライディング制御 

最⼤6本のコンベアベルトを制御 

最⼤16チャンネルの⾦型監視 

最⼤6つの⾃由にプログラム可能な回
転ステーションの制御 

グラフモニタリングによる最⼤8チャ
ンネルの位置モニタリング 

スタック⾼さ調整を含む誘導および触
覚式ストリップ厚さ測定 

１〜８個を⾃由にプログラム可能なスライドお
よび回転ステーション制御 
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提供するサプライヤーのネットワークがあります」と
アンドレアスは述べます。ブルーダラーはラミネー
ションスタックに関して必要な専⾨知識を保有してい
るため、BSPを⻑年にわたって使⽤できるシステムとし
てお客様に提供します。 

包括的な製品サービス 
BSPの公式販売開始に伴い、ブルーダラーは製品に関連
する追加サービスも提供しています。アプリケーショ
ン技術部⾨は、ローター/ステーターパッケージの製造
⼯程を可能な限り効率化し、これまで未開拓だった可
能性を引き出すために、これからも顧客をサポートし
ていきます。「当社の顧客による２機の 

トライアルに関するフィードバックは⾮常に好意的で
す」と、アンドレアスは喜びを語ります。「お客様が
当社の更なる発展にとって不可⽋な存在であることに
特に感謝しています。これにより、より複雑なラミ
ネーション加⼯であっても、常に顧客に個別の付加価
値を備えたオーダーメイドのソリューションを提供す
ることが可能になります。」⽬標は常に「完全⼀致」
です。                    ■     

新しいB3コントロールによる
直感的なBSPの操作 

シンプルな 
プログラミング 

回転ステーションの 
構成 

ストリップ厚さ 
測定システム 

トライアルしたお客様からのフィード
バックにより、プログラミングシステム
がより明確かつ直感的に操作できるよう
になりました。これは、ラミネーション
制御のメイン画⾯です。 

ブルーダラーのサーボ軸の操作はラミ
ネーション制御のニーズに合わせて最適
化されているため、⾦型のセットアップ
が簡単になります。 

測定システム内の値は⼀元的に管理およ
び個別に分析できるため、μ単位の精度
を実現します。 
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60 years of commit-
ment, 
not only to products 
but to solutions 
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「最⾼レベルの製品を製造したいなら、
スタンピング部⾨で最新の技術を使⽤す
る必要があります。」 
ジャンニ・ピオヴェサン Inarca S.p.A. 社⻑兼創設者 

イタリアのファミリー経営企業 Inarca S.p.A. は 2024年に創⽴
６０周年を迎えますが、その⻑い年⽉はブルーダラーと密接に
協⼒して過ごしてきました。Inarca S.p.A. はイタリアで初めて
ブルーダラーのサーボ軸技術を採⽤した企業であり、特定の製
品の⽣産性を最⼤５０% 向上させました。⾰新的なアプローチ
を取り⼊れたカスタマイズされたソリューションが、同社の将
来を形作ることになります。 

Inarca S.p.A. は1964年以来、端⼦コネクタ技
術及びそれらの機械の開発と製造を⾏ってきま
した。当初、創設者兼社⻑兼CEOのジャンニ・
ピオヴェザンは、端⼦コネクタ製造⽤の⼿動機
械に注⼒し、その後、機械式の製造に着⼿しま
した。当時使⽤されていたスタンピングマシン
には、ジャンニ⽒が⾃社で設計し製造した送り
装置、空圧式クラッチ、油圧可変装置が含まれ
ていました。しかし、1970年代初頭からブルー
ダラーのスタンピングプレスの⾼品質が Inarca 
S.p.A. CEOの⽬に留まり、同社は1978年に初め
て新品のブルーダラーBSTA25Hを導⼊しまし
た。「当時のブルーダラー営業担当者であるマ
リオ・ザンドリーニ は、トラックにプレス機を
積んでイタリア中を⾛⾏していました。それが
当社とこのプレス機との初めての出会いでし
た。そして、そのつながりは今でも続いていま
す」と、Inarca S.p.A.の機械⼯場マネージャー
であり、同社の創業者の孫であるヤコポ・ロッ
キ⽒は説明します。 

単なる製品ではなく、具体的なソリューション 
同社の歴史は、⾰新と絶え間ない開発の精神に
よって特徴づけられています。たとえば、
Inarca S.p.A.は1979年にプラスチックファス
ナーをポートフォリオに追加し、1983年には冷
間圧着クランプと磁性ワイヤの圧着⽤  

INAR SPLICEマシンを導⼊し、1995年からは磁
性ワイヤに INAR-IDC (圧接接続) を使⽤してい
ます。2019年にはプレスフィットピンを備えた 
IDCクランプの新製品ラインを導⼊しました。
「⻑年にわたり、当社は売上⾼の約10%を新製
品と新技術に投資してきました」とヤコポ ⽒は
述べます。「当社はすべてのプロセスで継続的
に⾰新を⾏っており、それによって製品の品質
と技術的専⾨知識の成⻑を保証できます。」同
社の最優先⽬標は、顧客のニーズを認識し、そ
れに対する答えを⾒つけることです。これに
は、たとえば特別な⽤途やトレンドを特定する
など、絶え間ない対話が含まれ、顧客には毎回
製品だけでなく具体的なソリューションが提供
されるようにします。 

Inarca S.p.A. は、19台以上
の ブルーダラーのスタンピング

プレス機を使⽤しています。 
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イタリアと世界向けのプレス加⼯部品 
同社は現在、合計１９台のプレス機を使⽤してお
り、すべてブルーダラー製です。これらのプレス機
は、パドヴァ近郊のヴィゴダルツェレにある 
18,500平⽅メートルの⽣産拠点にあります。この
⽣産拠点には、Inarca S.p.A. の本社もあります。
毎年、約１５億個の端⼦と３億 5,000万個のプラグ
コネクタが⽣産されています。IDCとプレスフィッ
ト技術を組み合わせた接続クランプは、同社の得意
分野のひとつで、顧客の⽣産ラインを⾼度に⾃動化
し、はんだ付けと⽐較して接続品質の点でより⾼い
レベルの信頼性を提供します。同社の顧客は、⾃動
⾞やモーターの製造業者、家電製品の製造業者、暖
房、換気、冷房プロバイダーなど、さまざまな分野
に広がっています。これらの企業の約半数はイタリ
ア企業ですが、ヨーロッパ、アジア、南北アメリカ
各地の多くの顧客が、このファミリー経営の企業が
提供する製品とサービスに依頼するようになりまし
た。 

イタリアで先頭に⽴つことを誇りに思う 
Inarca S.p.A. の成功には多くの理由があります
が、ジャンニ⽒によると、ブルーダラーが決定的な
影響を与えています。「最⾼レベルの製品を製造し
たい場合、スタンピング部⾨で最新のテクノロジー
を使⽤する必要があります。ブルーダラーのスタン
ピングプレス機は、製品の品質に影響を 

与えることなく⾼速⽣産に到達できます」と彼は述
べます。彼はブルーダラーのスタンピングプレス機
の主な利点として、使⽤中に静的および動的補正を
⾏う⾃動ラム⾼さ調整 (⾦型ごとに記録可能)、サー
ボ送り及びユーザーフレンドリーなインターフェイ
スにより加⼯⼯程を微調整する際の容易な制御を挙
げています。１４⼈の従業員が２交代で勤務する同
社のスタンピング部⾨の⽣産性は、各オペレーター
が３台のスタンピングプレス機を並⾏して操作でき
る⾼度な⾃動化によって⽀えられています。もう１
つの利点は、2023年秋に新しいブルーダラー
BSTA410と同時に導⼊された BSA63サーボ軸で
す。「サーボ軸テクノロジーは速度の最適化に⾮常
に重要であり、これにより⽣産性を約５０% ⼤幅に
向上させることができました」とジャンニ⽒は説明
します。「これは、最⾼の品質と精度を保証しなが
ら、運⽤の改善を常に⽬指す当社の重要なステップ
です。」Inarca S.p.A. は、イタリアでブルーダ
ラーのサーボ軸を使⽤する最初の企業であることを
特に誇りに思っています。 

課題を克服し、⽣産量を増やす 
Inarca S.p.A. は、先⾒性、品質、柔軟性を活⽤し
て、2021年の⽣産が⾮常に困難となったCOVID-
19の影響によるパンデミックの間も繁栄することが
できました。ファミリー経営である同社は、 

⾦型でも⽣産でも常に
完璧を⽬指します。 
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材料供給の締め付けのために競合他社に断られた顧客に納
品することができました。Inarca S.p.A. の創設者の妻で
あり、同社で働くフランカ・ヴェットーレ⽒は、需要の⾼
まりにより納期が⻑期化する前に、原材料を購⼊して保管
することを早い段階で決めました。「この先⾒性、ブルー
ダラーのスタンピングプレス機の極めて⾼い信頼性と⽣産
速度、そして従業員の経験により、投資をすることなく、
⽣産量を前年と⽐較して６０%増やすことができました」
とヤコポ⽒は説明します。「つまり、競合他社よりもはる
かに短い期間ですべての顧客のニーズに応えることができ
たのです。」 

 

完璧が⽬標 
完璧への追求は、Inarca S.p.A の業務のあらゆる側⾯の特
徴でもあります。同社の１１名の技術部⾨は、製品設計だ
けでなく、⾦型と送りの設計にも⼒を⼊れています。この
部⾨が開発および構築しているものの１つは、精密切断と
曲げに特化され、スタンピング部⾨での作業を容易にする
超近代的なモジュール⾦型です。「過去２年間で最も要求
の厳しい構築プロジェクトは、順送とシェイピング⼯程を
複合化することでした」とジャンニ⽒は説明します。「こ
のプロジェクトにより、圧⼊クランプの構築と製造の両⽅
の段階と市場投⼊までの時間を短縮できます。」 Inarca 
S.p.A. の⾼品質は、ISO 14001:2015、ISO 
9001:2015、ISO 45001:2018、IATF 16949:2016 を取
得していること、またSA8000の取得が現在進⾏中である
ことなど、同社のさまざまな認証からも明らかです。                                             
■ 

さまざまな形式の磁気ワイヤクランプは、
Inarca S.p.A の専⾨分野の１つです。 

製品 

Inarca S.p.A は、⾃動⾞およびモーターメー
カー、家電製品、暖房、換気、冷房のメーカー向
けに、毎年１５億個の端⼦と３億 5,000万個のコ
ネクタを⽣産しています。 
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(左から右へ): ステファン・ブロツゲ、コーネル・ボルホル
ダー、ルカ・ロマーノは、顧客のさまざまな質問に対する答
えを提供します。 

Applications technology: 
one department, plenty 
of customer 
advantages 

ブルーダラーのスタンピングプレス機は、その品質と
効率性で世界中のお客様にご満⾜いただいています。
機械が個々のニーズにできるだけ近づけてカスタマイ
ズされ、実際の使⽤⽅法に合わせて開発できるように
するために、ブルーダラーには⾮常に広範な権限を持
つアプリケーション技術部⾨があります。 

ルカ・ロマーノは、アプリケーション技術部⾨でステファ
ン・ブロツゲおよびコーネル・ボルホルダーと共に業務に励
み、ブルーダラーのスタンピングプレスが顧客のあらゆる要
求を満たし、その潜在能⼒が最⼤限に活⽤されるようにさま
ざまな課題をクリアしています。アプリケーション技術の価
値は、ブルーダラーのスタンピングプレス機の⾼度なカスタ
マイズに表れており、標準形式で稼働しているプレス機はほ
とんどありません。 

 
スタンピングプレスの適切な仕様  

販売プロセスが開始されるとすぐに、アプリケーション技術
部⾨が重要な質問を投げかけられたり、回答したりします。
この部⾨は技術的な問題や、常に個々のカスタマイズに合わ
せて調整されるスタンピングプレス機の適切な仕様の選択に 
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ルカ・ロマーノ、 
アプリケーション技術 

「当社の多くのお客様が、スタンピング⾦型とスタンピ
ングプレス機、材料送り装置の組み合わせによるすべて
のプロセスの段階から最良の結果を得るために、ブルー
ダラーのアプリケーション技術部⾨を活⽤することでメ
リットを得られると確信しています。」 

ついて、技術的な問題や、常に各顧客の要求に合
わせてカスタマイズされるスタンピングプレス機
の適切な仕様の選択で営業スタッフをサポートし
ます。ここでの利点の１つは、ルカとステファン
の両名が前職で⾦型メーカーで働いており、ブ
ルーダラーのスタンピングプレス機を使⽤してい
たことです。「つまり、私は両⽅の側⾯を知って
いるので、プロセスをより包括的かつ総合的に検
討できます」とルカは述べます。たとえば、顧客
の特定のニーズに合わせてスタンピングラインを
設計したり、問題を分析したり、プロセスを最適
化するときに重要になります。 

現地に出向き、プロセスを最適化 
スイス国内および海外の顧客を訪問することは、
アプリケーション技術部⾨の重要な業務です。現
場ではプロセス分析を実施し、ルカ、ステファン
とコーネルがさらなる問題の特定と解決について
サポートします。外部からの視点は、これまで気
づかなかった要素を考慮に⼊れることができるた
め、多くの顧客に⾼く評価されています。「顧客
はシステム全体にあまり注意を払わず、⾦型に集
中しすぎていることがあります」とルカは説明し
ます。「社内での検証と顧客でのプロジェクトの
経験のおかげで、幅広い知識でサポートを提供で
きます。」これにより、プロセスへの統合が進む
⾦型やサーボ軸の最適化などにより、⽣産性が⼤
幅に向上することがよくあります。 

⽣産条件下でのスタンピングテスト 
お客様がブルーダラーのスタンピングプレス機を
購⼊する前に、その性能を体験できるように、ス
タンピングテストは購⼊プロセスの⼀部となって
います。これにより、お客様は⽣産条件下で、ご
⾃⾝の⾦型を使って機械を試すことができます。
スタンピングテストは、ブルーダラーとお客様の
双⽅にとって⼀定の作業量を⽣み出しますが、⽣
産性の点では重要で実⽤的な結果をもたらしま
す。「ヨーロッパの電⼦機器会社が、既存の 

スタンピングプレス機の⼊れ替えを検討していました」
と、ルカ は⽇々の仕事から得た数多くの例を挙げて述べて
います。「私たちは彼らとスタンピングテストを実施し、
当社の技術によって⽣産性を３５%から７０%向上させる
ことができました。」スタンピングテストの実施を希望す
るお客様は営業担当者にご依頼ください。その後、アプリ
ケーション技術部⾨は、その会社にすでに適切なスタンピ
ングラインがあるか、パートナー企業またはお客様で使⽤
できるラインがあるかどうかを確認します。スタンピング
プレス機は⼤学で使⽤されることがあり、ブルーダラーは
これを研究⽬的で提供しています。 

機械の⽬標、開発と進化 
アプリケーション技術部⾨が⾏う業務の範囲には、ブルー
ダラーの進化も含まれており、現在の例としては BSTLス
タンピングプレスと B3コントロールがあります。元スタ
ンピングプレスのオペレーターであるルカ、ステファンと
コーネルは、顧客のニーズとプロセスワークフローがどの
ようなものかを直接体験しており、この知識を有効活⽤し
ています。さらに、既存製品の改良にも携わっています。
これには、新しいコンポーネントを量産製品に組み込む前
に徹底的なテストを⾏うことが含まれます。「機能を保証
するために、信頼できる社内標準を使⽤し、それに基づい
て、たとえば新しいベアリングを連続負荷にさらしたり、
クラッチディスクをテストしたりします」とルカは説明し
ます。アプリケーション技術部⾨が、ブルーダラーのスタ
ンピングプレス機が将来も最⾼の品質、精度、効率のベン
チマークであり続けるように、いかに努めているかがよく
わかります。                                                     ■ 

当社のカスタマーサービ
ス部⾨では、お客様のご
質問やご意⾒を喜んでお
伺いします。 

service@bruderer.com 

T +41 71 447 75 00 

スタンピングテ
ストに関する  
ビデオを⾒る 

お問い合わせ 
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First BSTL in Asia 
an unqualified suc-
cess 

事例 – Poly-Best (H.K.) Limited 



エンジニアを⽬指して勉強していたころ、ジェフリー・チャンは⽗親の会社でブ
ルーダラーのスタンピングプレス機を使⽤することを⼼待ちにしていました。顧
客の要求が厳しかったため、彼は Poly-Best (H.K.) Limited に最初のBSTAスタ
ンピングプレスを導⼊することができました。中国を拠点とするこの会社は現在
５台のブルーダラーのスタンピングプレス機を所有しており、最新のブルーダ
ラーモデルであるBSTL350-88B3をアジアで初めて導⼊しています。 

Poly-Best (H.K.) Limited の歴史は、継続的
な成⻑の歴史です。同社は1980年代末にカ
ム・シン・チャン⽒によって設⽴され、現在
も⾹港に本社を置いています。⽣産拠点は
1994年に広東省深圳に移転し、2021年には
約1万平⽅メートルの近代的な⼯場を開設しま
した。そこでは約８０⼈の従業員が働いてお
り、⾃動⾞業界向けのさまざまなプレス部品
を⽣産するほか、合計６０台のプレス⽤の⾦
型の開発と製造に取り組んでいます。「⽗の
⾦型製造に関する多⼤な専⾨知識と⻑年の努
⼒を基に、Poly-Best (H.K.) Limited は世界
的に認知される企業に成⻑し、⾃動⾞サプラ
イチェーンの多くの顧客のパートナーになり
ました」とCEOのジェフリー・チャン⽒は語
りました。「当社の製品の品質と安定性全般
に関して、⾃動⾞業界の厳しい要求を当社が
満たしているため、多くのお客様が当社の製
品を⾼く評価しています。」 

最⾼⽔準のプロフェッショナリズム  

Poly-Best (H.K.) Limited のプレス部品が
世界中で評判を築き上げ、競合他社との差別
化を図ることができたのも、ブルーダラーの 
プレス機を使⽤したおかげです。約１５年
前、ジェフリー・チャン⽒はエンジニアリン
グの研究の⼀環として、このブランドとその
多くの利点に初めて触れました。「私たちは
ブルーダラーのシンガポール⽀社を訪問し、
チームと知り合う機会がありました」と彼は
説明します。その時から、ブルーダラーのプ
レス機を家業に取り⼊れることが彼の野望で
した。そこで、顧客からヨーロッパのベンチ
マークに対応するプレス部品を要求されたと
き、ジェフリー⽒は ブルーダラーの中国担
当ゼネラルマネージャーであるジュリアン・
ユーに連絡を取り、最初のBSTA200プレス
機を購⼊しました。 

この新しいマシンは、競争⼒のある価格で⾼
いレベルの精度と効率を提供し、ジェフリー
⽒はブルーダラーDNAの⼀部である優れた
サービスにも感銘を受けました。「私は、プ
ロフェッショナリズムと信頼できる⾼品質を
期待するなら、専⾨的な事柄は専⾨家に任せ
るべきだと常に信じてきました」と彼は述べ
ます。「そして、ブルーダラーチームはその
信念を完全に裏付けてくれました。」 

「当社にとって、製品をタイムリーに
納品することが品質と同じくらい重要
です。」 
ジェフリー・チャン Poly-Best (H.K.) Limited CEO 

顧客に対する品質と供給の保証 

Poly-Best (H.K.) Limited にとって最も重要
な競争上の優位性の１つは、材料の厚さが 
0.05mmから 5mmの、年間約１０億個のプ
レス加⼯部品を⽣産する量とコストです。使
⽤されているスタンピングプレスのプレス能
⼒は８トンから５００トン 

BSTL350-88 B3が ド
イツのStuttgartで開催
された展⽰会、
Blechexpoで発表され
ました:       
(左から) A. フィッ
シャー/BRUDERER、
J. チャン、S. チャンコ
ン/Poly-Best (H.K.) 
Limited、R. ブルーダ
ラー、X. ユー/ともに
BRUDERER 
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の範囲で、ボルスタープレートの最⼤⻑さ
は約３メートルです。Poly-Best (H.K.) 
Limited の製品の⼤部分は⾼速スタンピン
グプレスで製造されており、ブルーダラー
のマシンは、顧客に対する真の品質保証を
提供するだけでなく、その独⾃の設計によ
り、⾦型の耐久性と⽣産停⽌の回避にも貢
献しています。「⾦型の修理回数が減った
ことで、コスト削減のメリットが得られ、
安定した連続⽣産により供給時間も短縮で
きます。これにより、配送計画も⽴てやす
くなります」とジェフリー⽒は説明しま
す。「製品をタイムリーに納品することが
品質と同じくらい重要です。」⾼精度の動
的スライド制御は、稼働中の変位に対して
⾃動的に適応し、全範囲にわたって⼀貫し
た⽣産品質を保証します。コンパクトで⾼
性能なクラッチブレーキシステムと組み合
わせることで、ブルーダラーのスタンピン
グプレス機は、製品をファーストストロー
クからラストストロークまで最⾼レベルの
製品を製造できることを保証します。  

2台⽬のBSTL 350-88 B3
の試運転: (左から) ブルー
ダラーの中国担当MD、ジュ
リアン・ユー、Poly-Best 
(H.K.) LimitedのCEO、
ジェフリー・チャン⽒、ブ
ルーダラーの営業および
マーケティング担当副社
⻑、ライナー・フンガー
ビューラー 

新しいブルーダラーのスタンピングプレス
機への投資 
BSTA200、BSTA250、BSTA280に加え、
2024年春には Poly-Best (H.K.) Limited 
は、新開発のBSTL350-88を所有するアジ
ア初の企業となり、８⽉には２台⽬の 

プレス機も取得しました。「現在の市場環
境では、ブルーダラーのスタンピングプレ
ス機を２台注⽂することは、当社にとって
勇気ある決断でした」とジェフリー⽒は述
べます。「スタンピングプレス機の取得に
は当初かなりの費⽤がかかりましたが、正
しい決断だったと確信していました。」ブ
ルーダラーブランドに対するこのような信
頼は、直感ではなく、具体的な経験から⽣
まれています。「⻑年にわたりブルーダ
ラーのスタンピングプレス機を使⽤してき
ましたが、同じ数のスタンピング部品を⽣
産する場合、⾦型の摩耗とメンテナンスコ
ストは他のブランドよりもはるかに低いこ
とがはっきりとわかりました。」 

直感的な操作で BSTL は使いやすくなりま
した 
ジェフリー⽒にとって、BSTL350-88導⼊
は完全な成功です。４つの異なるストロー
ク⻑さと870×536mmのボルスタープレー
トを備えた固定ストロークスタンピングプ
レス機として、他のブルーダラーモデルよ
りも柔軟性は劣るかもしれませんが、より
単純な製品を⼤量に製造する場合の理想的
なソリューションです。特に若い従業員
は、新しいB3コントロールにも⾮常に感銘
を受けています。 
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「まったく新しい操作⽅法は常に多少の課題を伴
いますが、ブルーダラーのサービスが設置とト
レーニングを⾏ってくれました」とジェフリー⽒
は述べています。「機械の設置から稼働までわず
か５⽇しかかからなかったという事実は、私に
とって⾮常に印象的でした。」当初、まったく新
しいデザインのため、⼀部の年配のスタッフは消
極的でしたが、B3コントロールの直感的なセッ
トアップと中国語のインターフェイスの実装によ
り、すぐに慣れました。 

最⾼の精度と 
スピードの融合 

Poly-Best (H.K.) Limited は、モーター業界
の顧客向けに年間約１０億個のプレス部品を⽣
産しています。このために、同社は５台のブ
ルーダラーのスタンピングプレス機を使⽤して
います。 

「機械の設置から稼働までわずか５⽇しか
かからなかったという事実は、私にとって
⾮常に印象的でした。」 
ジェフリー・チャン Poly-Best (H.K.) Limited CEO 

柔軟性と専⾨知識による卓越したパフォーマンス 
Poly-Best (H.K.) Limited は、新技術への継続
的な投資に加えて、⻑年のノウハウとファミリー
経営で培われた柔軟性によって顧客と緊密に協⼒
して競争⼒のあるニーズに基づいた⽣産を提供す
るという、試⾏錯誤を重ねて信頼されてきた⽅式
をこれからも堅持します。「市場のニーズに合わ
せてビジネス戦略を柔軟に適応できることは、当
社の強みの１つです」とジェフリー⽒は説明しま
す。これに関連して、可能な限り最⾼レベルの⽣
産を達成するために検査システムへの投資が最近
増加し、社内研修が拡充され、外部認証が更新さ
れています。 同社は現在、ISO 9001:2015、
IATF 16949:2016、VDA 6.3 認証を取得してい
ます。ジェフリー⽒は、トップの意思決定がファ
ミリービジネスの企業⽂化に決定的な影響を与え
ることをもちろん理解しています。彼が情熱を注
ぐ建設機械とF１レース、そして常に⾃分の限界
を超えたいという願望は、経営チームとPoly-
Best（H.K.）Limitedの⽅向性に直接影響を与え
ています。「卓越したパフォーマンスを⽬指すこ
とは、私が⽇々の仕事に取り⼊れていることで
す」とCEOは述べます。「これが、COVID-19の
影響によるパンデミックの間の試練の時期を経て
も当社のパフォーマンスが低下しなかった理由の
１つであり、顧客が当社にさらに信頼を寄せてく
れた理由の１つです。」同社はこれを将来的に発
展させ、会社の成功を確実にし、世界中の顧客に
さまざまなプレス部品を供給し続けたいと考えて
います。                           ■ 
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お問い合わせ 


